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道路は今、車が通るだけの場所から、人が歩き、集い、地域の魅力を高める空間へと
役割が広がっています。
「ほこみち」などの制度を背景に、本資料では、まちづくりや賑わい創出に活用できる
道路舗装の技術や素材を整理し、地域と連携した道路活用のヒントをまとめました。
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人や物の輸送において、複数の同種あるいは異種の交通手段の接続が行われる場所を指します。
これには、鉄道、バス、自家用車、自転車、歩行者など、さまざまな交通モードが含まれます。
新たに電動キックボード、電動自転車、電動車椅子、自動配送ロボット、自動運転サービスな
どの多様化により移動範囲が拡大します。

歩行者利便増進道路（ほこみち）制度により、道路空間を街の活性化に活用し、歩道にテーブ
ルやベンチを置いてゆっくり滞在できる空間が増加します。また、緑空間や景観のデザインが
明るくなり、カラフルで居心地もよい空間が広がります。

米国全州道路交通運輸行政官協会（AASHTO）が公表した歩行者、
自転車に関するガイドを整理した内容も盛り込むなど、「海外の先
進事例を日本にも当てはめられるようにしています」

～海外・国内の事例をピックアップ～

結節点（ハブ機能）

賑わいの道路空間

新たな空間整備としては、新たなデザインカラー舗装、路面
型太陽光発電の舗装技術、情報技術やバイオ技術の自然発光
植物の導入等の交通結節点の空間整備、歩行者中心のウェル
ビーイングな道路空間、自転車中心のミディアムスピード道

路、無電柱化を含む歩行
者や新たなモビリティに
対応した空間整備と道路
空間活用、歩道用お掃除
ロボットや都市OSとの
連携等の新技術が挙げら
れます。

新たな空間整備に向けて

海外と国内の道路空間整備

本資料は、道路を地域の魅力や賑わいづくりに活かす ための、舗装技術やアイディアをまとめたガイドです。


